
【私が考える猫との暮らし】
　猫と共に生活をするのはとても楽しいことです。しかし、新しい家族の一員として迎え入れるということは、その猫ちゃんが最期を
むかえるまで、一生涯お世話をするということでもあります。飼う前に、「なぜ猫と共に暮らしたいのか」「どんな生活をしたいのか」
を考え、「どんなお世話が必要なのか」を、家族全員で話し合ってみましょう。

ワークシート【想像してみよう！猫を家庭に迎え入れるために】

① なぜ、猫と共に暮らしたいと考えていますか？ご家族それぞれの考えを書き込んでみましょう。

例）　子どもに命の大切さを感じてもらいたいから。

例）　猫の餌やりやトイレ掃除は子どもたちに任せようと考えている。

② 猫が家族の一員になると、ご家族の生活はどのように変化すると思いますか。

③ 猫をどこから迎えようと考えていますか。

④ 今回の講座を受講した後に、家族で改めて「どんな
猫を迎え入れたいのか」を話し合ってみましょう。

例）　動物愛護センター／ペットショップ

どのようなことを入手先の人に聞いてみたいか、
書き出してみましょう。



【猫のニーズを考えてみよう】
　猫も人間と同じように、たったひとつの「いのち」を生きています。感情や感覚を持ち合わせ
ていて、生理欲求や行動・精神面などで、基本的な欲求（ニーズ）があります。そうしたニーズが「精
神的・肉体的に満たされている適切な飼育状況」の指針として、「５ Freedoms（5 つの自由）」と
いう考え方が国際的に知られています。
　こうべ動物共生センターのウェブサイトにも、「5 Freedoms について」のページ
がありますので、右のQRコードよりご覧になってみてください。

右の「5つの自由」を参照して、必要なお世話を考えてみましょう。

「飢え・渇き」を満たすために必要なことは？

「不快にさせない」ために必要なことは？

「痛み・負傷・病気」から守ってあげるために必要なことは？

「本来の行動」ができるようにしてあげるために必要なことは？

「恐怖・抑圧」を感じさせないためには？


